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　日本バイオマテリアル学会賛助会員の帝人ナカシマメディカ
ル（株）の高橋広幸氏（研究部・副部長），中島義雄氏（取締
役会長），加藤直之氏（代表取締役社長），小林貴史氏（代
表取締役副社長）は，同学会常任理事の中野貴由氏（大阪
大学大学院工学研究科・教授）とともに，「高強度配向骨
の誘導による積層造形整形外科デバイスの付加価値向上と
製品化」の業績により令和6年度の大河内記念技術賞を受

賞されました．本賞は，故大河内正敏博士の功績を記念し，
「生産のための科学技術の振興」を目的として設立されたも
ので，生産工学や生産技術，生産システムの研究開発なら
びに実施などに関して，学術の進歩と産業の発展に大きく貢
献した個人，グループまたは事業体を表彰する伝統と権威の
ある賞です．贈賞式は，2025年3月25日，日本工業倶楽
部にて開催されました（写真）．

受賞者コメント
　今回対象となった世界初・日本発で研究開発された脊椎
スペーサーは，積層造形法を用いて生産された製品に対し
て，大河内賞の長い歴史の中で初めて授与されたものであ
り，初めて尽くしの感慨深いものとなりました．我々は金属
3Dプリンターの高度な積層造形技術を駆使することで「HTS
構造（Honeycomb Tree Structure）」という骨基質の配向

化誘導を実現する独自の多孔体構造を採用し，「UNIOS 
PL スペーサー」の製品開発を行うことに成功しました．こうし
た全く新しい概念からなる整形外科デバイスを実現すること
で新たな付加価値を創造し，今後も社会実装を通じて患者
さんへ届けることに努めるとともに，本学会を一つの母体とし
て産学官連携による研究開発に一層取り組んで参ります．

2025年3月25日，日本工業倶楽部での贈賞式において．右から順に，
受賞者の帝人ナカシマメディカル（株）の加藤直之・代表取締役社長，小
林貴史・代表取締役副社長，高橋広幸・副部長，中島義雄・取締役会長，
大阪大学の中野貴由・教授．

賞状と賞碑

第71回（令和6年度）大河内記念技術賞
高橋広幸・研究部・副部長，中島義雄・取締役会長，加藤直之・代表取締役社長

小林貴史・代表取締役副社長（以上，帝人ナカシマメディカル（株））
中野貴由・大阪大学大学院工学研究科・教授

バイオマテリアル  43-2, 2025176

バイオマテリアル −生体材料−


